


















































































































「北方のテキスタイル その世界 J 






















－ゲルハルト ・ノルデの世界 講演とシンポジウム 1アメリカンセンター
・ラモナ ・サキエステワの世界 講演会 ） 共催
・パスケタリー ナンシー・ベスの世界合同展とシンポジウム











146 戸坂 テキスタイルワ クーと生涯学習及びその支援者の養成に関する一考察
も熱心な受講者を迎え盛況の中に終了し、次回を楽しみにしていただいている。
昨秋10月、毎年定例となっている作品展の第16回展を終えたばかりであるが、その内容も
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152 戸坂 ：テキスタイルワークと生涯学習及びその支援者の養成に関する一考察
U まとめ
以上、現在私が直接に関わり を持つグルー プや協会について述べて来た。いずれもお互いに
助け合い、 学んで行こうという姿勢は共通している。この三つの組織がこのような形で勉強を
続けている背後には、札幌芸術の森の存在を忘れられない。 1986年、 全国的にも類を見ない稀
有な設備を持つ素晴らしい施設と して、札幌芸術の森がオー プンした。その主旨は北固に根ざ
す芸術文化の育成を目的として、札幌市民ばかりでなく 、ここを訪れる全ての人の心豊かな生
き方を願って開園されたのである。テキスタイルに関係する施設としては、工芸館とクラフト
工房があり、オープン以来どれだけ多くの方達がその，恩恵に浴して来たか計り知れない。
言うまでもなく染色の講習会にもいろいろな年代層の方が集まる。圧倒的に女性が多いが、
中には定年退職後の男性の方、 若い大学生、専門学校生が参加してく れることもある。この種
の稽古事は女性の範鴎と考えられていた時代は過ぎたようにも思つ。また65才から受講生とし
て参加、現在78才になられでも若さと努力には誰しもが圧倒され、若い人たちの憧れの的にな
っておられる方もいる。この方がいつも生き生きと前向きなのは生涯学習による成果であると
思う。
毎年、年度のしめくくりとして講習会で制作した作品による「森から生まれたクラフト展」
が聞かれる。この展覧会に出品を依頼されることは、受講生の皆さんにとって大変に嬉しいこ
とであり、次への意欲も湧いてくるようである。
このような講習会や自由に使えるレンタル工房によって、北海道にもテキスタイルを志す方
たちが次第に増加して来たことは嬉しい限りである。今後もそれぞれの会の皆さんが、一層研
鐙に励み、自からの生涯学習のみならず、その支援者としてひとりでも多くの方たちに創る歓
ぴを伝えていただくことを期待している。私は、創作する日々には、 物事に対して正しい価値
判断のできる心のゆとりが生まれ、混沌とした世の中にも明るい兆しが見えて来ることと確信
している。
